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博士（文学）学位請求論文審査報告要旨 
飯山知保「金元代華北社会における科挙制度の受容とその歴史的意義」 
 
 近年、さまざまな要因によって新たな中国歴史像形成の動きが急であるが、金元代の華
北社会の研究はそうした潮流から取り残され、ほとんど空白のまま置かれている。その最
大の理由は、既存文献資料の乏しさにある。しかし中国の歴史を多民族・多文化複合社会
として捉えようとする視点や、近現代中国の社会構造を検討する上で、この時代の華北社
会の分析は不可欠である。飯山氏は、当該地域と時代の残存典籍資料を発掘し、著録され
た石刻史料を網羅的に収集して独自の史料群を築き上げ、その上でそれらを分析・検討す
ることによってこの空白を埋める作業を開始した。本論文は、とくに社会統合システムと
しての科挙制度に注目し、度々の現地碑刻調査の成果をふまえつつ、初めて 10 世紀から 14
世紀の華北社会士人層の変遷を通時的に描き出した論考である。 
 論文は序章と本論の 3 部 11 章それに終章からなる。第 1 部は科挙の社会的影響を考察す
る前提として、事例研究による華北士人社会の動向を分析し、北宋、金、元の王朝交代と
地域社会の変動を跡付ける。1 章では、この時代の華北社会としては異例に多くの碑刻史料
が残る山西忻州定襄県を取り上げ、北宋から明に到る在地社会の様相がモンゴル侵攻で二
分されることを明らかにした。続く第 2 章では、地域の祠廟と地方官の関係の変遷を追い、
王朝を超えて地域の前例に束縛される地方官の姿を浮かび上がらせ、この時代の華北地域
社会が、連続と非連続の多様な相貌を呈したことを述べる。 
これらの知見を基礎に、現在、女真やモンゴルの視点から中華王朝史観を批判的に再検
討する学界動向を念頭に、第 2 部全 5 章は金一代の科挙の社会的影響を考察する。まず 3
章で金朝初期に科挙が果たした社会安定の機能と社会の混乱が応試者の動向に与えた影響
を考察し、第 4 章では科挙・学校制度の確立過程を丹念に追い、年代による合格者数の地
域的変遷などから中央政府の強い統制を指摘する。これは同時期の南宋と大きく異なる点
であると主張する。第 5 章は女真人の儒学習得と科挙の関連から「漢化」の問題について
検討し、「漢化」は一般的な現象ではなく、猛安・謀国内の屯田策の行きづまりなど女真社
会の危機が生み出した「女真儒士」の出現にみられるように、一定の社会状況を前にした
個別具体的な現実的選択の結果であり、かれらが圧倒的多数の在来士人社会層に融合する
のはモンゴルの侵攻の後であると結論する。さらに第 6 章において沙陀・ソグド系突厥ら
の末裔が晋北の軍事力供給地としての意義が薄れるに従い科挙に依存する過程を明らかに
し、10～13 世紀の儒学習得のもう一つの特色を述べる。第 2 部最後の第 7 章では、政府機
構における地方吏員から中央官庁への昇遷の実情を詳細に分析した。これは次のモンゴル
時代との比較によってその歴史的意義がさらに明確になる部分である。 
第 3 部全 4 章は主にモンゴル時代の出仕経路、元王朝特有の戸計制度としての儒戸につ
いて考察し、そこからの知見を基盤としてモンゴル時代の科挙の意義を明らかにした。ま
ず第 8 章では科挙に依らない多様な出仕経路の変遷をモンゴル時代を通じて考察し、その
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上で第 9 章では儒戸から出る儒人の例を網羅的に収集し、その出仕状況と在地知識人層と
しての彼らの社会的立場を考察した。当初、有効に機能した儒戸制度は、南宋征服後の冗
官現象発生とともに儒人の優位が失われ儒戸と一般民戸との制度上の差異は徐々に曖昧に
なったとする。これらの考察を基に、第 10 章は科挙再開が、新たな出仕経路の設置であり、
儒学的教養という明確な審査基準によってモンゴル時代の華北知識人社会にひとつの画期
をもたらしたと論ずる。その上で 11 章は、この時代の「漢化」の問題を外来民族の儒学習
得という観点から論じ、軍人として官職を得、昇進する機会を失った華北来住の駐屯軍家
系の数少ない社会的地位確保の手段として科挙を位置づける。これは、五胡十六国から隋
唐時代との「漢化」の相違を際立たせることになる。 
 最後に、以上の考察を基に金元代華北社会において科挙とは何であったのかと再度問い
かけ、従来からの華北内部の住民のみならず、ソグド系突厥、沙陀の末裔、猛安・謀克、
駐屯軍家系など本来なら儒学習得とは無縁な集団、地域までに科挙応試が普及していった
様相を明らかにすることで、金元代華北においては、外来移住社会のなかでも科挙が儒学
習得を紐帯とした独自の社会統合の要であることを明解に提示する。それは 11 世紀に確立
した宋の新たな文化的・社会的規範が、在来の華北社会自体を変容させつつ、その周辺地
域を自らの勢力圏に抱合してゆく歴史的プロセスの一断面であったと結論付ける。 
 従来、十分明らかにされてこなかった金元代華北社会の実態を、石刻史料という取り扱
いが困難な史料群を十全に利用することで研究方法上の隘路を突破し、在地士人層の形成
と展開を通時的に跡付けることによって、本論文は今後の金元代華北史研究の基礎を提供
したと評価できよう。 
 以上の理由により、本論文が博士（文学）の学位に値するものであることを認める。 
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